
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科数学  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 6 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学の良さを認識し、それらを事象の考察
に活用して数学的な考え方に基づいて判断
しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅲ 数学

基本的な概念・原理・法則などを体系的に理解
し、基礎的な知識を身に着けている。

事象を数学的に考察して表したり思考の過程を
振り返り多面的発展的に考えたりすることなど
を通して、数学的な見方や考え方を身に着けて
いる。

○ ○ ○ 17

配当
時数

１
学
期

第１章　関数、第２章　関数の極
限、第３章　微分法

数列や関数値の極限の概念を理解
し、それらの事象を考察できるよ
うにする。

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み

○ ○

（６組：大澤　　　　）（７組：大澤　　　　）（８組：大澤　　　　）

数学Ⅲ 数学 5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

改訂版 高等学校 数学Ⅲ：数研出版

数学Ⅲ

数学的な見方考え方ができている。応用問題を解ける。

提出課題、小テストへの取り組み、授業態度

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基礎的な知識が身についている。知識を利用できる。

○ 17

第３章　微分法、第４章　微分法の
応用、第５章　積分法とその応用

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み

1

第３章　微分法、第４章　微分法の
応用、第５章　積分法とその応用

○

積分について理解を深めるととも
に、その有用性を認識し、事象の
考察に活用できるようにする。

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み

○ ○ ○

○

17

定期考査 ○

17

10

20

20

合計

120

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み平面上の曲線と複素数平面、極
限、微分法及び積分法についての
応用力をたかめ、知識の習得と技
能の習熟を図り、事象を数学的に
考察し表現する能力を伸ばすとと
もに、それらを積極的に活用でき

るようにする。

1

第５章　積分法とその応用　第１章
式と曲線

３
学
期

数Ⅲ入試問題演習、数学入試問題演
習

２
学
期

数Ⅲ入試問題演習、数学入試問題演
習

微分法について理解を深めるとと
もに、その有用性を認識し、事象
の考察に活用できるようにする。

ノート　ワーク　小テスト　授業の取組み

○ ○

定期考査
○ ○

微分法について理解を深めるとと
もに、その有用性を認識し、事象
の考察に活用できるようにする。


